
1.本校の概要
☆明治43年 長野県組合立南安南部農畜学校 (梓 ･倭 ･安曇の3か村組合立乙種農学校)

として創立｡昨年 (平成13年10月)創立90周年式典挙行O

☆松本駅から上高地線で20分余り､下島駅下車､徒歩5分で本校に至る｡校地は梓川の

河岸段丘上にあって､北方は安曇野を隔てて北アルプスの峰々を遠望し､東方は松本

市街を見下ろして､さらに美ヶ原 ･鉢伏の高原を望むことができる｡また､古くから

安房峠を越えて飛騨と結ぶ交通の動脈である､国道158号線 (旧野麦街道沿い)に位
置する｡

☆本年度在籍生徒数 515名 (3年5学級,2年 ･1年4学級の計13学級)
☆卒業生の進路状況 (昨年度)

進学 56%弓〉うち約半数は専門･各種学校への進学
就職 54% ⇒うち約7割は技能 ｡製造 ｡建設関係への就職

☆コース制の導入 (人文社会 ･自然科学 ･福祉コミュニケ-ショ･ン･情報ビジネスの4

コース)

4つのコース

人 文 社 会

自 然 科 学

福祉コミュニケーション

情報 ビジネス

国語 ･社会 ･英語などの科目を中心に学び､基礎 ･

基本をLbかり身につける｡

数学 ･理科などの科目を中心に学び､基礎 ･基本を

しっかり身につけると

介護福祉や家庭生活に関する知識と技術の習得をめ

ざす｡

情報処理 ･ビジネス (商業)に関する知識と技術の

習得をめざす｡

2.新聞の利用について

① 学校の活動紹介 一トピックス-

☆ 中学校訪問の時や対外的に配付する冊子で､学校行事や生徒会活動 ･さらにクラ

ブ活動などについての新聞記事の利用｡ 一別紙 (1)

*学校のPRになる｡

*新聞で紹介されることによって､さらに生徒 ･職員の励みになる｡
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② 授業での利用

1)現代社会 (3年) 一別紙 (2)
☆ 最初､生徒に｢朝､新聞を読んでくるか｣と質問したが､ほとんどの生徒はNO

-かテレビ欄くらいしか読まない (見ない)と答えた｡ただ､少数だが､政治 ･

経済に高い関心を持っ生徒もいて､その差は大きかった｡

☆ 生徒に新聞記事を選んで持ってこさせ､授業で自分の意見をまじえて発表させ

るという試みを考えていたが､この時点で難しいと判断した｡

☆ 50分間の授業の中で､1クラス約40人の生徒に､少しでも社会 ･経済 ･文化な
どについて､理解させるのにどのような方法があるか｡

☆ 参考書と新聞の併用で､最初の30分は講義､そして15分でプリントを記入させ､
5分で答えのチェック､というパターンで授業をやってみたら､案外好評だった｡

これによって､参考書をもっていない (無くしてしまった)生徒のフォローにも

なった｡

☆ 授業の最初で､自分が朝読んだ新聞記事より1-2生徒に紹介し､生徒と直接
に対話することで授業の導入とした｡

* 3年生は､先に述べたように､政治 ･経済に関心のある生徒も多いが､｢政治 ･
経済｣というと､とにかく難しい､というイメージを持っている生徒がいかに多

いか-0

*昨年の11月､NHKの ｢週間こどもニュース｣のキャスターでお父さん役の池
上彰氏の講演を聞く機会があった｡演題は ｢子供にニュースをどう伝えるか｣だっ

たが､この番組は､大人たちがたくさん視ているという話を聞いて､なるほどと

思った｡一般のメディア (テレビ･新聞など)の伝えることばは､時として大人

にも理解しにくいものがある｡

2)地理 (1年) 一別紙 (3)
☆ 地理に関する新聞記事は､海外情勢などが中心で､あとは交通 ･通信や人種 ･

民族などが多い｡

☆ 自分も加わって編集している副教材 ｢ビジュアル地理｣の中に多くの新聞記事

を取り入れている｡新聞記事でも文章だけではなく､グラフや写真などが載って

いる記事がよい｡

*地理においては､新しい情報が不可欠なので､いっも新聞に目を通すようにし
ている｡ 使えるような記事があれば､授業でも印刷 ･配布している｡
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市民タイムス 平成 13年9月 1日付
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梓川高校

トピックより

市民タイムス 平成 13年 10月 14日付
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倍液短日新聞 平成 13年 7月 13日付
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28日付平成 13年 7月市民タイムス
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市民タイムス 平成 13年6月7日付
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別紙 (2)

3年現代社会

現 代 社 会 復 習 月弓プ リ ン ト 1 4 教P94-95

年 組 蕃 氏名

<日本経済の復興>

☆ 1945 (昭和20)年 (1

食料事情の悪化- (3

☆麓済の民主化 (3大改革)

① (4

② (6

③ (ll

☆日本蓮済の復興

①戦後復興期

②高度成長期

*｢(21

)の終結-激しい (2

)によって飢えをしのぐ

)-4大財閥 〔(5 )･三菱･住友 ･安田)を解体し､大

きな企業をいくつかに分割-企業間の競争を活発に

)- (7 )から土地を買い上げ､小作人に安く売り渡す｡

小作農は (8 )になり､ (9 )的な土地所有制

度は崩れて､農民の (10 )は向上し､農村社会

は安定していった｡

)-労働者の (12 )権の保護を目的として労働組合法

をはじめとして (13 )が制定された｡

)方式- (15 )や (16 )などの産業に重点的に資金 ･資

材を投入し､蓮済の復興をはかった｡

)-1ドル- (18 )円に｡

) (1950-1953)-軍需物資の需要 〔(20 )〕が増大､空

前の好景気に｡

)｣1956(昭和31)年 ｢蓮済白書｣

*重化学工業の発達- (22 )の建設

*農業- (23 )へと労働力が移動した-農業人口の減少

辛(24 )方式の導入-大量の商品が流通- (25 )･サービス業の発達
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乙
tI･-戦後復興期

高度濯済
成

長

期

安
定
成
長
期

J 絹 ∈新WJ19953･哨 とより)

町ケ叫 につば考のぢ｡子ともたちにとっては高積の花だった.

●石油危機 か ら前 約 ･省 エ ネ ブー ム へ

0:3:省=ネルック

.■つこ!
戦後狂男期から高度経済成長期Jヽ

を経て,ヨ本淫房は大きく発展

し.私たちのくらしも垂かになっ

た.石油危携(石油ショック)ち

合理化で乗りこえ,安定成長期

に入った.しかし,ノてフル経済JIJhl
とその萌項のなかで.巳本経済

I!く
の進むべき新たな方向が模索さ

れている｡

● 3種 の神 器

翠

し レ

● 3C

千 i

毒 去 宝 COOL∈.I

cAR 墨 勤 し廃 ';
○ バ ブル経済

rJ弓l,シーマ現象 葛絹蔓菅･=心に葛讃商
品が飛ぶcFうに売れ.-.:,

平均月冶 ノート チョコレ-ト

1950年
ll.000円 24円 5g戸
Jくiヽ･
｢符8栗品こようなら｣
｢もはや戦後ではない｣

1960年
24.000円 20円 100F弓

｢一生に一度のお買い物です｣
(松下電器香美 ･テレビ)

1970年
74.1300円 dOF‡ 111戸

｢大きいことはいいことJ-己｣
I:蒜,･':K製菓 ･チ=-=レー ト
ー王
｢狭いE:本そんなに急いでどこへ行

く｣∫̂TTia≡全運軌!票葺き)

1980年
257･13COFq '36芦 223戸

｢24時間戦えますか｣
し三三･リr'ィン'

1990年

370.I;00Fq lldFq 193芦

｢いつか秀んたち会辻の肥やし｣
(大≡ ;=碍≡秀.コン＼

E]経済の民主化(3大改革)
財 閥 解 体

.tい-jつふっし一一つLtLrふ.=JyqTl.
南.tB(三言.三葦.7'三友 吉Eの d7cc;!7問など盲三U3財閥)

芯辻菅野革まこせ.その持ち琵菅-肯父閏すミニとに

よC･.斡:謁の支毒e六空宍T=7=ること171唱 E･てこ五つTt_L

財閥家族の指定

≡.=､11毒 等鳩,71宅)
I;三,1毛 支≡t.:C毒 ,
=_I5竜 野IfTl壬ニ
=Jと70貫き三毛

持株会社空理委員会

亨!'面花芽の法涙そ受け

て処淫

持株会社の指定(33社)

≡,S ･三菱 ･･三三T･.:a-
,?大群:謁から.一夏…テ･大

貫-=i東,7-3とcFJ.､和.qが
薄.lei

ヨ藷漉棟式

ンbj ,15芸守…736;≡l

株式の民主化

!jt罵妻;:望三号芸買主 =rF中だ.3こそ.つが.I: :E･か ･署.Y軍､

〒甥.とく;こJiE葉蘭の覗亨空苛めることに-三つ.淫

;'i==筆書の.'童77と,な=た ,

'≡=引.星.房三拝望Ij:つ

農 地 改 革 i 芳 4b 民 主 化

勇 1次農三石:I:it'言..'==･刀±:三溝亨1111
-I5町歩ijつlSha)FT;上して小1'乍票
･'二莞-=lすることになった/I.I.勇2;,I
軍治e･1蔓で 言̀.這朽:=三;.73漢亨を l
;:歩.円とし.六･=:也主;こついこ='言す

＼てJ)小汚:こそ小作.室i:莞三こせる
ここにLT'=l
●改革前と改革後のちかい-二二･一~.T=こ=
改量前[互車 庫 六 °'̀人
二三三笠 ≡

!く一ヽ
;芳働纏合の.糸C=成菅強7:Lこ!足違,芳:動

穏全-:≡.労働関係詞竺這.労働量連:≡▲i

の｢労働三法は 制定する,-O-と･J):･妻衰

i●労働組合数の推移

てこ三石uT17!更 I

3dea8÷十
33925+Hi
狛23322-!:

(･･lfJ
窒
LJ･芸
･(7)I(
1.H
IL
:

二一一_･-_--~ー~LL■II_I~~■~.lJllJ
1945 46 4748d9'=
9101112123456666,i
-1̂
会,･d:との労働条件が-:文書これ.モ

_)I'･. .LIL,i
:Lts費氷連の上声に車載し.t , .'の紹票∴ 肖梁=J書しく漕JIOL/已 ,

.～へ
雲等主意.''三J〇二声と..g民の.:,;滞 ･.責_)I'･.
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∵ ~_云 =± 国際化時代と通借

1日本人海外旅行者の旅行先 rbtー;/,了ル経机(t)呼5)頼

塾生ヨ 海外旅行者数は.国民の所得水準の向上.自由時間の増大,

手軽に利用できる海外主催旅行の普及等により,1981年以降年々増
加し.91年に湾岸危機の影響により減少したが,92年以降97年まで
再び増力Qした｡9B年においては国民の海外旅行者敬は.前年比7.9%
減の1.581万人であった｡その旅行先は近隣の韓臥 中国,(ホンコ

2日本人海外旅行者の推移

1965 70 75 80 85 ∝) 959799【隼:

lrtt光白書J2(氾)】

ファイバ通信

ン),台湾,シンガポール,タイなど棄･東南アジアが約50%を占め
ている｡近年海外旅行者力増加した理由は.航空機代が安くなった

ことと.海外なら近接地で食文化やシヨツピンクを楽しむ機会が増

えたためである｡国別ではアメリカが最も多く.約16%を占めてい
る｡

日本は政府開発援助(ODA)の総額が世界一だが.国民 1人

当たりの免租額でみると世界第 8位にとどまっている｡経済大

国の責務 として,援助額をさらに増やすことが求められている｡

外務省の ｢ODA白書｣によると,1995年の日本のODA実

績は円ベースで 1兆3,853億円(対前年比0.6%増)｡ ドルベース

では対前年比9.3%も伸びているが,これは円高のためだ｡地球
サ ミットが開かれた92年に比べて円ベースでは500億 円 も減 っ

ている｡
1980年代を通 じて国内 ･国際通倍を急速に拡大 したの

は,これまでの ｢電気通信｣に比べ大 きな利点のある｢光

ファイバ通信｣の進歩による｡第-の利点は,非常に高

速の通信ができることである｡｢高速｣とは光の速 さでは

なく. 1秒間に当たりどれだけたくさんの情邦 を送れる

かということで,1990年の最高水準では1秒間に10ギガ

ビット(100億個のパルス),電話換算では,約15万回線分
を 1本の光ファイバの中に通せるようになってきている｡

第二の利点は,中継器間距離を格段に長 くできる技術

であるということである｡同軸ケーブル通信では,数千

回線以上の高速通信の場合,たとえば東京～横浜を30km

とすると,15台以上の中継器を使わないと通信の晶質が

劣化してしまう｡1990年に達成された光ファイバの中継

距離の世界最長記録は364kmである｡

1992年に使用開始となったTPC(Trans･PacificCable,

太平洋横断ケーブル)4は,太平洋を横断する3本日の

光海底ケーブル｡電話だけなら1万5,120回線が同時につ

ながる｡1964年に初めて太平洋を横断 したのは,銅線で

電気信号を送る同軸ケーブルで,回線

た.(参考:大Jg事敬r光ファイバ遇胤
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国際化時代と通信 遷■bl畢寧寧

5ホ｢ムページをつくろう
●ホームページか世界中から見えるしくみ たいていのプロバイダは｢ホームページ公開サービス｣と

ホームぺ-ジは.WWWサーバの上に置かなくては, して,プロバイダのWWWサーバのディスクの一部をユ
世界中のコンピュータからアクセスすることはできない｡ -ザ用に貸すサービスをやっているので,調べてみよう｡

URLの しくみ アルファヘットがたくさん並んでいて.わけがわからなく思えるけと.ちゃんと.S味があるのた
http://www.sekaibunka.co.jp/index.htmJ
プロトコル名 サーバ名 ドメイン名 ファイル名

Wl〝〟サーパ
だよという 2つ合わせてインタ_ネ上 上の｢住所｣を打 ｡
めしるし｡ この部分でとのコンピュータの上にあるfJ柏か判

断することができる｡

:rマルチメディア子とも大国だJ世R文化71(こよるl,

6ケーブルテレビのしくみ
●自主放送を行うケーブルテレビ ●再送信を行うケーブルテレビ

ケーブルテレビに加入すると.NHKなどの地上波放送のほかに. 山や超高層ビルの谷間は,地上波による放送電波が届きにくい｡

BSやCS放送をはじめ.CAT>局が独自に制作した自主放送番 そればかりか.山やピルに電波が跳ね返ることで.画面が二重三重

絹などを見ることができる｡CATV局は地域に密着しているので, に映ってしまうこともある｡このため.CAT>局は放送局から発

こうした自主放送番組の内容は.こ近所感覚を生かしたユニ-クな 儒された電波をケープルを使って家庭に再送信しているC

ものが多い｡ 亡'マルチメディア子とも大62)I,世界文化社】

卿 ケーブルテレビ (CAT〉)の本来の目的は地形の制約により.放送電波が届かない場所でのテレビ放映にあった｡現在は各
CATV局が独自に番組を制作し.より地域に密着しだ情報を標供するようになっている0
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